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内容

1. 利用報告書の作成について (2025年3月28日(金) 締め切り)

2. 2024年度のデータ登録について(2025年2月28日(金)締め切り) 

3. 微細加工リポジトリシステムの稼働開始について



1. 利用報告書の作成について
(2025年3月28日(金) 締め切り)



<ARIM利用報告書の位置づけについて>

[目的]
ARIM での「利用報告書」は、利用内容（利用目的、利用装置、実験方法、手法、利用結果等）を記載、

提出いただき、本事業における装置利用状況を把握し、将来の国の施策に反映させるとともに、利用を検討
している将来の利用者の参考となるよう、広く公開することを目的としています。

[記載頂きたい内容]
利用状況を把握するための情報および、利用を検討している方々の参考となる情報として、
利用内容が十分にわかるよう、次の項目を記載して下さい。

(1) どのような目的でARIM を利用されたか
(2) その目的のため、どのような装置、どのような手法を選択されたか
(3) 利用により期待された結果が得られたか否か

必ずしも、得られた成果全てを記載頂く必要はありませんが、次の利用者の参考となるよう、可能な範囲で
記載頂けるようお願いします。

[公開までの保管、事業内共有および免責事項について]
提出頂いた「利用報告書」の内容は、公開に先立ちWeb 上に保管されます。保管される内容について、

ARIM 事業関係者間での共有や、万が一の漏洩に対する免責事項など、あらかじめ同意頂く事項がございま
す。利用報告書の入力システム内で表示される注意事項を良くご確認の上、同意を頂く必要がございますの
で、ご留意下さい。Web 上への保管に疑念や懸念がある場合は各実施機関へご相談下さい。

1. 利用報告書の作成について (2025年3月28日(金) 締め切り)



<提出物その1_ARIM利用報告書>

WEBフォームからの入力をお願いします。 https://nanonet.mext.go.jp/system_user_report/

課題番号ごとにIDと仮パスワードを課題申請者に対して発行し、個別にご連絡します。
※過年度のIDは使用できません。

(1) 「利用報告書に関する注意事項の確認」
と、チェックボックスのクリックが必要

(2) 公開猶予とする場合は、
論文投稿や特許出願などの理由が必要になります。
(チェックボックスで選択)

(3) 公開猶予の期間が終わる際には、論文や特許などの情報修正をお願いします。

1. 利用報告書の作成について (2025年3月28日(金) 締め切り)

昨年度からの変更点



<提出物その2_北大用_成果情報の作成>
申請課題の研究発表・報告等の成果情報として、
・今年度の論文、学会発表
・受賞歴
・プレス発表
などの成果情報についてエクセルファイルへの記入とメール提出をお願いします。

こちらは、文科省や財務省からの調査依頼の他、
北大ARIM・各施設ホームページ等へにも掲載させていただきたく存じます。

<提出先：material-dx@cris.hokudai.ac.jp>

<文科省からのアンケートへのご協力について>
利用報告書のご提出後、文部科学省からの指標調査および利用者皆様のご意見を伺うため、
アンケートについてご連絡いたします。ご協力のほどよろしくお願いいたします。

1. 利用報告書の作成について (2025年3月28日(金) 締め切り)



<学会・論文などの発表を行った場合>

本事業では、様々な場面におきまして支援成果の報告が求められています。論文投稿などの成果公表を
なされる際は、学会発表や論文の謝辞などに本事業について記載をお願いいたします。また、ナノテク連
携室までご一報いただけますと幸いです。

本事業を利用して得られた研究結果を外部発表などに利用しようとする際には、このプロジェクトを利用
した旨を記載していただくようお願いいたします。その際には、体系的課題番号(例JPMXP1224HK****)を
ご記載ください。ご不明な場合は、お問い合わせください。

記載例1
【和文】本研究（の一部）は、文部科学省「マテリアル先端リサーチインフラ」事業（課題番号
JPMXP1224HK****）の支援を受けた。

【英文】(A part of) This work was supported by “Advanced Research Infrastructure for Materials and 
Nanotechnology in Japan (ARIM)” of the Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology (MEXT). 
Proposal Number JPMXP1224HK****(Hokkaido University).

文面は、北大ARIMホームページに掲載しています。https://arim.cris.hokudai.ac.jp/flow/

1. 利用報告書の作成について (2025年3月28日(金) 締め切り)



記載例2
本学関係者の貢献が大きい場合には、その貢献についても記載をお願いいたします。

【和文】

本研究（の一部）は、文部科学省「マテリアル先端リサーチインフラ」事業（課題番号 JPMXP1224HK****）
として北海道大学の支援を受けて実施されました。透過電子顕微鏡解析において、北海道大学のAA氏にお世
話になり深く感謝いたします。

【英文】

(A part of) This work was supported by “Advanced Research Infrastructure for Materials and Nanotechnology in Japan 
(ARIM)” of the Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology (MEXT). Proposal Number
JPMXP1224HK**** (Hokkaido University). We are grateful to Dr AA of Hokkaido University for his/her helpful support 
in transmission electron microscopy analysis.

文面は、北大ARIMホームページに掲載しています。https://arim.cris.hokudai.ac.jp/flow/

1. 利用報告書の作成について (2025年3月28日(金) 締め切り)

<学会・論文などの発表を行った場合>



2. 2024年度のデータ登録について
(2025年2月28日(金)締め切り) 



内容

 データ登録・利用の概要

システムの全体図

登録データの取り扱いについて

RDE：Research Data Expressについて

 データ登録作業の流れ

DICEアカウントの取得について

データセット・研究チームの開設申し込み手続き

RDEを使用したデータ登録について
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データ登録・利用の概要 登録データの取り扱いについて

 装置のご利用後、ご提供いただくデータを選択してください。

 データは「RDE」というシステムを使用し、生データを自動的に変換した構造化済データを送付します。

 共用PCからのデータは、専用セキュリティデバイスを使用したセキュアな環境でやりとりされます。

※個人PCからARIMサーバーへの直接送信も可能

 データについて、登録当初は特定の研究チーム内でのみ共有可能 で、

最⾧2年間のエンバーゴ期間内を経て、ARIM事業者ユーザーへ共用化されます。

ARIMサーバー
(NIMSデータ中核拠点・RDE)

暗号化通信

IoTセキュリティ
デバイス

装置利用 データ登録

＊実験記録、計算データなど

データ利用
最⾧2年間のエンバーゴ期間
内は、特定の研究チーム内
でのみ共有可能
(検索、閲覧、ダウンロード)

データ取り出し用PC



データ登録・利用の概要 RDE:Research Data Express について

RDEでは、課題番号に紐づくプロジェクトごとに研究チームを作成し、
研究チームが管理するデータセットと呼ばれる単位で、データを管理します。

データセットには、装置から創出されるデータや、手元にある研究データが登録されて蓄積していきます。

蓄積されたデータセットやデータは、決められた閲覧権限範囲内において、
RDEシステムを利用するデータ閲覧者が、閲覧しダウンロードすることができます。



RDE:研究チームの例

登録代行者データ閲覧者メンバー管理者代理管理者研究チームの役割と
操作権限

〇××〇〇データの登録

×××〇〇データの削除

×〇〇〇〇データの閲覧

×××〇〇研究チームメンバー
と権限の編集

装置担当者
ARIMスタッフ

(ただし、修正不可)

関連研究者
学生さん

装置担当者

責任者
関連研究者
学生さん

装置担当者
ARIMスタッフ

課題申請者登録者の例

・ARIMの利用課題申請者をRDEの研究チーム管理者とします。
・データ入力の修正等ができるよう、原則、管理者代理にARIMスタッフを加えます。
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RDE:登録データの実例

画像ファイル

データファイル 実験記録 (WEBフォーム入力)





内容

 データ登録・利用の概要

システムの全体図

登録データの取り扱いについて

RDE：Research Data Expressについて

 データ登録作業の流れ

DICEアカウントの取得について

データセット・研究チームの開設申し込み手続き

RDEを使用したデータ登録について



データ登録 作業の流れ
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 DICEアカウントを取得します(個人単位・1回のみ)。
↓

 WEBフォームでデータセット開設依頼をします。
↓

 各装置でデータを取得、加工プロセスを実施します。
↓

 RDEに開設されたデータセットにデータを登録します。

電子顕微鏡・分光・分析装置

(1)ご利用日に取得した1つ以上の
データ登録をお願いします。

(2) EDS・EBSDについては、専用ソ
フトで処理済みの画像・テキストデー
タ等を登録してください。

微細加工装置

ご利用日に使用した加工内容を
エクセル形式のProcess Data Log
(PDL)にまとめ、
データ登録をお願いします。



DICEアカウントを取得します(個人単位・1回のみ)
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DICEアカウント:NIMSの各種データベースにアクセスできるSSO
ARIMで使用する「RDE」の他、MatNaviやAtomworkなど
材料系のデータベースと共通のアカウントとなります

 データ登録「有」の課題申請者は、必ず申請・取得をお願いします

 個人単位で取得する必要があります

 共同研究者や学生さんともデータセットを共有する場合は、それぞれで
DICEアカウントの取得が必要となります

 他のARIM機関からの要請や、すでにほかのデータベースをご利用の方で
すでに取得済みの方は、改めての取得は不要です

 DICEアカウント登録サイト
https://diceidm.nims.go.jp/csp/signedup/start



Process Data Log (微細加工装置のみ)
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様式は北大ARIMホームページ、
GFC予約サイト各装置のページからダウンロード可能。



データセット開設依頼について
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ウェブフォームにて受け付けます。

ご入力後、ナノテク連携室にてRDEへの紐づけを行います。

紐づけが終わりましたら、データセット開設の自動メール通知を行いますので

それ以降でRDEへのログインが可能となります。

※北大ARIMのホームページからアクセスしてください。

データセット開設申し込みフォーム



RDEに開設されたデータセットにデータを登録
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(1)RDEのURLは用途に応じて、

複数ありますのでご注意ください。

(1)データ登録を行うURL (全ユーザー共通)

https://rde-entry-arim.nims.go.jp/data-

entry/datasets/

(2)データ閲覧・編集を行うURL

https://rde.nims.go.jp/rde/datasets

(3)各ユーザーのデータセットURL

→ データセットの準備が終わった段階で

自動的に個別送信されます。

こちらデータ閲覧・編集はできますが、

データ登録はできません。

※(1)のURLを使ってください

(2)データ登録できるファイルは、装置によって異なります。

ご不明な点は、ナノテク連携室までお問い合わせください。

加工装置の場合：エクセル形式のPDLファイルを登録

SEMの場合:「画像ファイル」と「撮影時に同時保存される

テキストファイル」をセットにして登録

XPSの場合：nplファイルを登録

TEMの場合：データセットにより対応している拡張子が異

なります。対応しているファイルのアップ

ロードをお願いします。(dm4/dm3版, emd版, 

bcf版)

ファイルアップロードの注意事項
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研究チーム内においては、旧来のような測定後にＵＳＢで生ファイルを送ったりせず、
ＲＤＥから測定ファイルを取り出すことができますので、事務作業の軽減になります。

日々の実験記録を、実際の測定データとセットで整理することができる。
→ ○○のようなものを撮影したい、加工したいといったときに、

スタッフとのやり取りが容易になります。

＊装置管理上、必要な情報などもあります

構造化されたデータは軽量なテキストベースのフォーマット(JSON形式)になるため、
専用のソフトを使用せずにデータを閲覧できるようになります。
＊構造化プログラム作成済みファイル形式に限ります

データ登録のメリット



 エンバーゴ(公開猶予期間)が終了したデータ

セットは自動的にARIM事業内で共有されます

 RDEに登録したデータは「データカタログ」に

変換され、データ利用者に提供されます

 「データカタログ」は「ARIMデータポータル」

サイトから、有償でご利用いただけけます

(価格は調整中)

 要件を満たした「データカタログ」には、DOI

を無料で付与することができます(準備中)

エンバーゴが解除されたデータの取り扱いについて



3.微細加工リポジトリシステムの
稼働開始について



微細加工プロセスデータリポジトリシステム
(Fabrication Data Repository System)

https://arim-mdx.cris.hokudai.ac.jp/
※学内限定アクセス



クリーンルームの装置使用記録簿をWEB入力のシステムに切り替えます

 電子ノートの要領で装置の使用記録ができます

 記録簿用のPCのほか、個人の端末からも入力・閲覧可能です

 クリーンルーム外でも使用履歴を確認することができます

→ 研究室内の実験記録の引継ぎなどにご活用ください

 PDLファイルのエクスポート機能を搭載しています
→ データ提供「有」の方は、こちらをご利用ください



データ登録
Data Register

(1)各装置の使用記録簿へ掲載いただい
ている事項に加え、ARIMのPLDファ
イルで指定されている項目を入力

※入力する内容は装置によって異なります

(2)同様の実験を行う場合、以前に登録
したデータをロードして一部の内容
のみ変更して登録することが可能

(3)ナノテクで指定している標準レシピ
がある装置は、その条件をロードし
て登録することが可能



データ登録
Data Register



データ詳細
Data Details

(1)入力内容の詳細を確認できます

(2)PDFとして保存できます

(3)データの更新は可能ですが、削
除はできません



データ検索
Data Search

(1)使用記録簿なのでデータ
の閲覧は全ユーザーが可
能です

(2)ただし、個人特定防止の
ため、User名はSSO-
/GFC-IDで表記しています

(3)PDLファイルは、データ
入力者のみダウンロード
可能です



まとめ

1. 利用報告書の作成について (2025年3月28日(金) 締め切り)

2. 2024年度のデータ登録について(2025年2月28日(金)締め切り) 

3. 微細加工リポジトリシステムの稼働開始について



お問い合わせ先

ご不明な点がございましたらナノテク連携室までお問い合わせください。

北海道大学 総合イノベーション創発機構
ナノテクノロジー連携研究推進室

データ登録関係専用 メールアドレス：nano-support-rde(at)cris.hokudai.ac.jp
※(at)を@（半角）に変えて下さい

本内容はホームページに掲載しております。

https://arim.cris.hokudai.ac.jp/flow/dataregistration/


